【印刷業】
職種：ポストプレス　　職務：上製本

【概要】

　上製本とは綴じた中身を本の形に作ってから、厚い表紙でくるんで糊付けし、製本機を用いて製本する職務をいう。製本機は機械の操作を中心として機械の保全業務も含まれる。手作業で行われる高度な表紙加工の職務も含まれる。ただし、「仕上げ加工」「並製本」の職務は含まない。
【仕事の内容】

上製本の製本機械及び表紙加工に用いる機械の操作を行い印刷物を製本する。それぞれの機械の準備・段取り、作業中の機械調整及び機械の日常点検などを行う。

本の種類により表紙加工に一部手作業が残っている場合があり技能が必要とされる。

機械操作の他、製本後に効率的に員数を確認し、製本された印刷物の品質等を検査し、効率的に梱包する作業を行う。また、機械ごとに日常点検以外の定期点検、機械の修理、トラブル対応などがある。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、特別な知識や公的資格は必要とされない場合が多く、専門学校卒や工業高校卒の採用が多い。経歴採用の際は、当該業務における実務知識と専門知識が問われる。

（2） 表紙加工などの手作業は、その技能をＯＪＴにより指導を受けることが多いので謙虚さが必要である。手作業以外の製本プロセスは設備が高度化しているので、市場や機械メーカーから絶えず新たな知識を取得し操作方法を習得する積極性や実行力が欠かせない。

（3） 上製本は印刷の最終的な加工であり、前工程の影響を受けやすい。どのような前工程の要因が製本結果に影響を与えているのかを調査し、品質の維持・向上や効率化を実現するためには、全工程をよく理解して作業に当たる必要がある。特に、情報を共有化するために協調性やコミュニケーション力などの対人関係のスキルも重要となる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定　製本（商業印刷物製本作業）１級

· 技能検定　製本（商業印刷物製本作業）２級

· 技能検定　製本（雑誌製本作業）１級

· 技能検定　製本（雑誌製本作業）２級

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　６８４　製本作業員

６８９　その他の印刷・製本の職業

２７１　生産現場事務員

